
SiRIUS（医学イノベーション研究所）

-若手フィジシャン・サイエンティストが独立して研究に注力できる環境を提供
-





国際卓越研究大学における臨床系PI設置の背景

➢ 医学の発展のためには、臨床医の視点を持つ研究者
（臨床医研究者：フィジシャンサイエンティスト）が必須

➢ 診療、研究の高度化などから、臨床系教員が
マルチタスク（診療、研究、教育）をこなすのは
極めて難しい。

新たな研究拠点の設立
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研究アイデア・シーズがあり研究を志向する
有望な若手のフィジシャンサイエンティストが

独立して研究に注力できる環境を提供

SiRIUS（医学イノベーション研究所）

SiRIUS Institute of Medical Research



SiRIUSのミッション

1. 若手フィジシャンサイエンティストの育成と
研究の発展

⚫ 臨床に足場を残しつつ、独立した環境で
質の高い研究推進

2. 成果の知財化・事業化

⚫ 臨床医研究者の視点・発想は、疾患の病態解明
であり、診断法や治療法の開発など、実用化へ
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➢ 国際卓越研究大学における医療イノベーション創出を推進



SiRIUSとは

➢ 6年後の主要なキャリアパス
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➢ 若手医師（歯科医師）が６年間（任期）研究に専念できる環境

⚫ Academic positionへ（元の診療科・他のポスト）

⚫ 臨床・教育の義務はない ⇔ 東北大学病院の診療科との連携

⚫ 真の独立に向けて6年間伴走

研究支援

社会実装支援

⚫ 独立した研究環境：自分のアイデアで研究

⚫ 起業（スタートアップ）

⚫ 教授相当の給料

指導者になって次の世代を育てる



組織

➢ 名称

SiRIUS（医学イノベーション研究所）

SiRIUS Institute of Medical Research

➢ 研究所長

片桐 秀樹 教授（糖尿病代謝・内分泌内科学）

➢ 副所長

宮田 敏男 教授（分子病態治療学）

新妻 邦泰 教授（神経外科先端治療開発学）
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規模・開始時期

➢ 任期は6年を予定（テニュアトラック制）
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➢ 25年4月 5名採択 最終的に30名以上：

➢ 外部から積極的に登用

➢ キャリアの応じて講師あるいは助教として採用：

25年4月採択者は全員講師

➢ 第二回は2025年7月31日公募締切：半年ごとに公募予定

➢ 2025年12月から26年4月1日までに着任

（個々相談、11月着任も要相談）

2025年9月後半ヒアリング



人材要件

（要件）

⚫ 学位を有する若手医師・歯科医師

（当該領域の専門医資格を有することが望ましい）

ー海外からの応募者等には柔軟に適用

⚫ 若手：原則、学位取得後10年以内の若手研究者

⚫ SiRIUSで展開する研究アイデアやシーズを有する:

     研究の発展性、個人の発展性を重視して選考

⚫ 東北大学病院の専門診療科との連携：診療科長の推薦書

⚫ 外部資金の獲得歴ー海外からの応募者等には柔軟に適用
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➢ 国際卓越研究大学の若手PI枠を活用

➢ 国際公募で若手フィジシャンサイエンティストを募集

（産休・育休・介護休暇、MD-PhDなど個々に考慮）



研究はどこで

➢ 診療科との連携
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➢ SiRIUSの若手PI同士が一緒に過ごし議論できる
スペースを提供し、学際的研究を醸成

➢ 東北大学の充実した共通機器の設備を活用して研究遂行

➢ ライフサイエンスラボ棟（2027年竣工、大学債による
独自整備）

⚫ SiRIUSでの研究業務に最大限のeffortを割く

⚫ 診療科からは臨床・教育のdutyを課さない

（臨床・教育は可：研究への有用性、専門医の維持など）

⚫ 研究設備や研究材料、人材や共同研究などの支援

⚫ 研究スペースの提供（費用はSiRIUSが負担）



充実した東北大学の研究基盤

➢ コアファシリティ https://www.cfc.tohoku.ac.jp/what/

最先端のバイオ研究関連設備・機器が充実

➢ 東北大学病院

約80万人の臨床データ

➢ INGEM（未来型医療創成センター）

クリニカルバイオバンク：45000以上の臨床検体

（血液サンプル27,677、手術サンプル11,574など）

➢ ToMMo（東北メディカルメガバンク機構）

５０万人規模の住民コホートデータ・ゲノム

➢ NanoTerasu（次世代放射光施設） など
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https://www.cfc.tohoku.ac.jp/what/


若手PIの独立環境 11

➢ 若手PIの独自のアイデアやシーズを尊重

➢ 診療科長やメンターグループは応援団：独立研究を支援

⚫ 東北大学病院の専門診療科との連携：診療科長の推薦書

・若手研究者の意志が最優先（診療科長の意向ではない）

・最も気軽に相談に乗れる立場：糸の切れた凧にならない

・研究スペースの提供（費用はSiRIUSが負担）

・研究関連機器・人的交流（大学院生等）

・臨床・教育・研究のdutyは課さない

・希望に応じた臨床・教育環境



人材要件 12

https://www.sirius.tohoku.ac.jp/



診療科長の推薦書 13

他の教員（診療科長以外の医学系研究科の教授、他研究科の教授など）が
中心的に支援する場合はその内容も記載



SiRIUSの研究支援

⚫ 研究スペース費用

⚫ 充実した研究費：400万円/年

⚫ 研究のレベルアップ支援

⚫ 外部資金獲得支援（申請書記載法、ヒアリング対策等）

⚫ 共同研究の斡旋（世界中）
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＃１．研究支援

➢ メンターグループが伴走



15SiRIUSの事業化支援

VC投資などを積極的に活用できる仕組み、新規スタートアップのための支援

グローバルな展開（国際共同医師主導治験、米国への事業展開など）も視野

⚫ 東北大学病院臨床研究推進センター（CRIETO）の

全面的な支援（８８名の臨床試験の専門家）

⚫ 若手PIからの成果を事業化を支援する体制を構築

＃２．実用化・事業化支援

➢ メンターグループが伴走

Dr. Isaac Kohlberg

（ハーバード大学副学長 兼 最高技術開発責任者）など





PIのキャリアパス

➢ 主要なキャリアパス

⚫ テニュア研究者（SiRIUSとして上位ポストも用意）

⚫ Academic positionへ（学内・学外）

⚫ 臨床診療科に戻り継続して研究を展開

（診療科の研究発展の貢献・キャリアップ）

⚫ スタートアップ事業者などの実業家
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シリウスとは 18

SiRIUS（医学イノベーション研究所）
SiRIUS Institute of Medical Research

シリウスとは最も輝く一等星



⚫ 所長のトップマネジメントによる研究特区として運営

⚫ 選抜された若手臨床研究医に独立研究環境を提供（６年間）

⚫ 斬新なアイディアに基づく挑戦を推奨

⚫ 研究・事業化に関する卓越したメンタリングを提供

⚫ 研究・臨床・事業化等への多様なキャリア開発を支援

SiRIUS（医学イノベーション研究所）
SiRIUS Institute of Medical Research
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研究支援

⚫ 独立研究環境

⚫ 研究のレベルアップ

⚫ 競争的資金獲得

実用化支援

⚫ 知財マネジメント

⚫ 臨床開発・事業開発

⚫ スタートアップ

スタートアップの創出アカデミアでの発展

臨床現場の高度化

学際科学フロンティア
研究所ほか

多様な分野のPI研究者
等との交流・連携

⚫ 各診療科を通して臨床現場へのアクセスを提供

⚫ 実験装置・データ基盤などのコアファシティ機能を提供

⚫ 臨床研究・治験への切れ目のない開発支援を提供（CRIETO） 

学内他組織

• 国際卓越人事トラック

• 通常人事トラック

トップクラスのフィジシャン・サイエンティストを生み出すインスティテュート

臨床現場ニーズに基づく研究展開

⚫ 許可病床数：1160床

⚫ 臨床教員数：540名

⚫ 80万人の臨床データ

東北大学病院

PIとしての独立研究環境 臨床現場との連携

外部研究機関
（国内・海外）



第2回：2025年7月31日（木）
日本時間17:00締め切り

半年ごとに国際公募

2025年12月1日から2026年4月1日着任
希望者対象

第３回：2025年12月頃予定
2026年4月1日から10月1日着任希望者対象

・医師あるいは歯科医師
・若手（学位取得後10年程度まで）
・発展性のある研究テーマと実行力
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